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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 44,59 44,76 +0,17 45,98 -1,22

USD / BRL Spot BRL 2,2636 2,2601 -0,0035 2,1471 +0,1130

USD / JPY Spot JPY 100,97 101,15 +0,18 98,76 +2,39

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 45.076 Closed +0 51.317 -6.241

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 208,0 198,6 -9,4 170,8 +27,8

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,01 11,04 +0,03 10,41 +0,63

DI Future Jan14（金利先物） % 8,78 8,78 +0,00 8,64 +0,14

3 Months US Dollar Libor % 0,269 0,269 +0,000 0,274 -0,005

CRB Index（国際商品指数） Index 282,6 283,6 +1,0 286,5 -2,9

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2013年7月10日

Indicator Unit 7月8日

昨日のレアル相場は、サンパウロ州休日のため商いは薄く、月曜日に続き小動きとなり、対ドル
2.2601と前日比若干のレアル高で引けました。
中銀発表の週次エコノミスト予測集計では、2013年の成長率予測は、またも先週の2.40％から
2.34％まで引き下げられる一方、本日の金融政策会合では、政策金利を0.50％引き上げるものと
予想されています。政府筋からは、為替相場は対ドル2.2台で安定推移するのが好ましいとのコメントも
あり、2.3に近づけば再度介入の動きは出てくるものと考えられます。
他のラ米諸国では、メキシコ・ペソが一日で1.3対ﾄﾞﾙで上昇するなど、米国株高を好感しリスク選好の
動きも見られています。本日は、米連邦公開市場委員会（FOMC）議事要旨の公表とFRBパーナンキ
議長の講演が控えており、量的緩和縮小の見通しについてのコメントが注目されます。
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Banco Sumitomo Mitsui Brasileiro S.A.   MARKET REPORT
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